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広報あぐい　２００６年３月１５日号

　

平
成
十
六
年
十
二
月
二
十
四
日
に
閣
議

決
定
さ
れ
た「
今
後
の
行
政
改
革
の
方
針
」

を
踏
ま
え
、
平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日

に
、
総
務
省
で
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
行
政
改
革
の
推
進
の
た
め
の
新
た
な
指

針
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、

市
町
村
は
こ
の
指
針
に
基
づ
き
、
平
成
二

十
一
年
度
ま
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を

明
示
し
た
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
公
表

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
久
比
町
で
は
そ
の
指
針
の
示
さ
れ
る

直
前
の
平
成
十
七
年
二
月
に
第
三
次
行
政

改
革
大
綱
お
よ
び
実
行
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。
指
針
に
示
さ
れ
た
集
中
改
革
プ
ラ

ン
と
町
の
行
政
改
革
は
、
実
行
期
間
が
同

時
期
で
あ
り
、
内
容
も
お
お
む
ね
適
合
し

て
い
ま
す
の
で
、
実
行
計
画
と
ほ
ぼ
同
様

の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
行
政
改
革

の
一
環
と
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
経
費

節
減
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

事
務
事
業
の
見
直
し
、
組
織
・
機
構
、

定
員
、
給
与
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な

ど
経
費
の
節
減
合
理
化
に
関
す
る
こ
と
な

ら
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
手
紙
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
願
い
し
ま
す
。

□
募
集
期
限 　

四
月
十
日
（
月
） 

□
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先 

企
画
財
政
課
内
阿
久
比
町
行
政
改
革
推

進
本
部　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２

０
４
）
Ｆ
Ａ
Ｘ（
４
８
）０
２
２
９

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

kikaku@
tow
n.agui.lg.jp

経
費
節
減
の

　
　

ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す

□問い合わせ先
　阿久比町行政改革推進本部事務局
　企画財政課　�（４８）１１１１（内２０４）

  　　　　 集中改革プラン５カ年計画 　　　　  
※率、金額などは平成１６年度との比較数値です。　
※実行内容などには地方公営企業を含んでいます。

実　行　内　容
実行
年度

集中改革
プラン

重点事項および具体的実行項目

・　押印廃止に向けた検討委員会を設置し、省略可能文書の選定と基準の明確化を図る。
見直し後個人印の押印を廃止する。

１７①
１．事務事業の見直し
（１）　規制緩和の推進
　　申請・請求手続きの簡素化

・　公印省略するための運用マニュアルを作成し、行政文書の簡素化を図る。１７①　　公印省略

・　補助内容など精査の上、単独補助金（定額分）を年度ごとに削減し、最終的に２０％削
減する。

⑤

（２）　補助金などの整理合理化
　　単独補助金の見直し

・　諮問機関を組織、補助団体への説明、周知１７

・　対平成１７年度補助金５％カット１８

・　対平成１７年度補助金１０％カット１９

・　対平成１７年度補助金１５％カット２０

・　対平成１７年度補助金２０％カット２１

・　老人憩の家（７）、もちの木園指定管理者へ移行１８

②

（３）　指定管理者制度の導入検討と行政のスリ
ム化

・　地区公民館（５）、白沢区民館、スポーツ村、丸山武道場、エスペランス丸山など以後
随時移行

・　水道部と建設部の統合
・　総務課と企画課と財政課の統合、再編
・　都市計画課と土木課の統合
・　水道課と下水道課の統合
・　企画課企画係と電算係の統合
・　産業課農地係と農政係の統合
・　土木課工事係と維持係の統合

１７③

２．組織・機構
（１）　機能的に展開できる組織・機構の見直し

部・課・係の統廃合

平成１８年２月２３日決定
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実　行　内　容
実行
年度

集中改革
プラン

重点事項および具体的実行項目

平成１６.４.１現在
２０２人

・　職員の勤務状況（時間外勤務量）を把握し、適材適所の職員配置
に努める。また行（二）職員を随時臨時職員に切り替える。

③

３．定員および給与
（１）　定員適正化計画の策定
　　定員適正化計画の策定、推進

職員配置の見直し（スポーツ村、図書館、
給食センター）

（２）　給与の適正化
　　課長補佐職の管理職移行

１９６人
・　前年度退職者数１０人　本年度採用４人
・　図書館職員（館長補佐）嘱託化、スポーツ村管理体制の見直し
・　行（二）職員の臨時職員化

１７

１９３人
・　前年度退職者数４人　本年度採用１人
・　図書館職員（館長）嘱託化

１８

１９２人
・　前年度退職者数３人　本年度採用２人
・　図書館職員（係長）嘱託化　

１９

１８７人
・　前年度退職者数８人　本年度採用３人
・　給食センター所長，図書館職員（主事）の嘱託化

２０

１８６人・　前年度退職者数５人　本年度採用４人２１

・　引き続き課長補佐への昇格の実施および女性職員の積極的な昇格に努め、９級制へ
の移行、特別昇給の導入を図る。④

・　課長補佐職を管理職へ移行する。１７

・　阿久比町職員研修規程の充実、自己啓発支援の実施
⑥

４．人材の育成確保
（１）　県との人事交流、研修の積極的な参加と

民間研修機関の活用 ・　町内事業所での研修１８

・　ＬＡＮ（ネットワーク）の積極的・有効的な活用を行い、グループウエアの構築など事
務の省力化、効率化を図る。

①

５．行政の情報化
（１）　行政の情報化などの推進
　　庁内ＬＡＮ（ネットワーク）の設置

　　計画的なパソコンの導入

　　戸籍の電算化

・　グループウエアシステム導入１９

・　プログラムライセンス追加（５０ライセンス）２０

・　計画的にパソコンを導入し、ＬＡＮ（ネットワーク）を有効活用し、個人所有パソコン
の使用を制限する。

① ・　情報系端末の導入（２４台・うち個人分１２台排除）１７

・　情報系端末の導入（１５台リース）１８

・　情報系端末の導入（１６台リース）１９

・　電算化システム導入１８①

・　公共施設の時間外の利用受け付け、電話、インターネットでの申し込みを検討する。
・　県共同利用型施設予約システムの参加により利便性の向上を図る。

①

６．行政サービスの向上
（１）　公共施設の利用申し込みの簡素化

・　県共同利用型システム負担金１７

・　システム用端末、通信機器の導入１８

・　現行の広聴方法に加え、ＬＡＮ（ネットワーク）を利用したメールにより幅広く意見聴
取を行う。

・　町政に関する情報を積極的に住民に提供し、開かれた町政運営に努める。
①

７．公正の確保と透明性の向上
（１）　公表・広聴事業の多角化

・　税の納期前全納報奨金の交付率は最近の金利情勢に比べると高いので率を引き下げ
る。 ⑤

８．経費の節減合理化等財政の健全化
（１）　自主財源の確保
　　納期前全納報奨金の交付率の引き下げ ・　交付率を０.３％に引き下げる１７

・　財政状況の把握と適正な財政運営のため、バランスシートを導入する。

⑤（２）　予算の厳正な執行
　　バランスシートの作成

・　システム導入１７

・　職員により入力１８

・　行政執行の成果を見るため行政評価制度を導入する。

⑤

（３）　経費の節減合理化
　　行政評価制度の導入 ・　研究会を組織。研修実施、評価シート策定１７

・　事業を評価。データベース化１８

・　内容の高度化を図り本格実施１９

・　原則減免はしないようにする。
⑤

（４）　受益者負担の適正化
　　使用料の減免措置の廃止 ・　減免内容検討、各団体周知１８

・　各種教室などの受講料は近隣市町と比較して低額なので引き上げを図る。 
⑤

　　教室など受講料の見直し

・　受講料１００円→２００円１７

・　シルバー作業室の分割共同利用によるデイサービス活動室の狭小の解決および集会
室の拡大

１７①

９．公共施設
（１）　既存施設の有効利用

生きがい活動支援通所事業（デイサービス）
活動室の環境改善

・　新行動計画を策定する。 

⑤

１０．公共工事
（１）　コスト縮減

公共工事コスト縮減計画に関する新行動計
画の策定

（２）　適切な入札方式の採用
　　電子入札制度の導入

・　公共工事コスト縮減「新行動計画」策定１７

・　「新行動計画」の実施１８

・　入札の申し込み、指名業者登録申し込みなどインターネットでの利用を検討する。
・　県公共事業支援統合システムの参加により利便性の向上を図る。

①

※集中改革プランにおける取り組み事項
　① 事務・事業の再編・整理、廃止・統合　　② 民間委託などの推進（指定管理者制度の活用を含む。）
　③ 定員管理の適正化　　　　　　　　　　　④ 手当の総点検をはじめとする給与の適正化（給料表の運用、退職手当、特殊勤務手当など諸手当の見直しなど）
　⑤ 経費節減などの財政効果　　　　　　　　⑥ その他

集中改革プラン集中改革プラン
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介
護
保
険
制
度
は
平
成
十
二
年
四
月
か

ら
始
ま
り
、
老
後
を
支
え
る
制
度
の
一
つ

と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
依
然
と
し
て
高
齢
化
は
進
行

し
て
い
ま
す
。

　

急
速
な
高
齢
化
に
対
応
し
、
今
後
も
介

護
保
険
制
度
を
持
続
し
て
い
く
た
め
に
、

制
度
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
改
正
さ
れ
る
介

護
保
険
制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
ポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポ
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

　

平
成
十
八
年
度
か
ら
改
正
さ
れ
る
内
容

は
次
の
五
項
目
を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

�①
新
予
防
給
付
の
創
設

　

要
介
護
状
態
な
ど
の
軽
減
や
悪
化
防
止

に
効
果
的
な
、
軽
度
者
を
対
象
と
す
る
新

た
な
予
防
給
付
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

　

要
介
護
度
区
分
の
変
更
に
よ
り
、
要
支

援
２
が
創
設
さ
れ
、
従
来
の
要
支
援
で
あ

る
要
支
援
１
が
合
わ
せ
て
新
予
防
給
付
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

※　

要
支
援
２
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
要
介

一
、
予
防
重
視
型

一
、
予
防
重
視
型

シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換

　
　
　

シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換

護
１
に
該
当
す
る
方
で
心
身
の
状
況
に

よ
っ
て
要
支
援
２
と
な
り
ま
す
。

②
地
域
支
援
事
業
の
創
設

　

要
支
援
・
要
介
護
に
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
効
果
的
な
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
が
、
地
域
支
援
事
業
と
し

て
介
護
保
険
制
度
に
新
た
に
位
置
付
け
ら

れ
ま
す
。

①
居
住
費
・
食
費
の
見
直
し

　

介
護
保
険
三
施
設
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ

を
含
む
）
な
ど
の
居
住
費
・
食
費
が
保
険

給
付
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※　

介
護
保
険
三
施
設
は
、
介
護
老
人
福

祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護

療
養
型
医
療
施
設
で
す
。

②
低
所
得
者
に
対
す
る
配
慮

　

低
所
得
者
の
施
設
利
用
が
困
難
に
な
ら

な
い
よ
う
、
負
担
軽
減
を
図
る
観
点
か
ら

新
た
な
補
足
的
給
付
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

�①
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設

　

身
近
な
地
域
で
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

た
多
様
で
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能

と
な
る
よ
う
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
創

設
さ
れ
ま
す
。

※　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
認
知
症
対

応
型
通
所
介
護
、
認
知
症
対
応
型
共
同

生
活
介
護
な
ど
で
す
。

②
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創
設

　

地
域
に
お
け
る
「
総
合
的
な
相
談
窓
口

機
能
」「
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」「
包

括
的
・
経
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
支
援

を
担
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
創
設

さ
れ
ま
す
。

③
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

ケ
ア
付
き
居
住
施
設
が
充
実
さ
れ
、
入

居
者
保
護
を
目
的
と
し
た
有
料
老
人
ホ
ー

ム
の
規
制
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

�

三
、
新
た
な

三
、
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
体
系
の
確
立

　
　

サ
ー
ビ
ス
体
系
の
確
立

四
、
サ
ー
ビ
ス
の

四
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
確
保
・
向
上

　
　
　
　

質
の
確
保
・
向
上

①
情
報
開
示
の
標
準
化

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
事
業
者
情
報

の
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

②
事
業
者
規
制
の
見
直
し

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
指
定
の
更
新
制

が
導
入
さ
れ
、
欠
格
要
件
の
見
直
し
が
行

わ
れ
ま
す
。

③
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
見
直
し

　

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
の
更
新
制

も
導
入
さ
れ
、
研
修
の
義
務
化
が
行
わ
れ

ま
す
。

�①
第
一
号
保
険
料
の
見
直
し

・
設
定
方
法
の
見
直
し

　

低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
料
軽
減
な
ど

負
担
能
力
を
き
め
細
か
く
反
映
し
た
保
険

料
の
設
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

・
徴
収
方
法
の
見
直
し

　

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
の

対
象
者
が
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
に
も
拡

大
さ
れ
ま
す
。

　

特
別
徴
収
対
象
者
の
把
握
時
期
が
複
数

回
に
な
り
ま
す
。

②
要
介
護
認
定
の
見
直
し

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
よ
る
申
請
代

行
、
認
定
調
査
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

③
市
町
村
の
保
険
者
機
能
の
強
化

　

都
道
府
県
知
事
の
事
業
者
指
定
に
あ
た

り
、
市
町
村
長
の
関
与
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

市
町
村
長
の
事
業
所
へ
の
調
査
権
限
も

強
化
さ
れ
ま
す
。

　

市
町
村
事
務
の
外
部
委
託
な
ど
に
関
す

る
規
定
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

五
、
負
担
の
在
り
方
、

五
、
負
担
の
在
り
方
、

制
度
運
営
の
見
直
し

　
　
　

制
度
運
営
の
見
直
し

① 

□
問
い
合
わ
せ
先
　
保
険
課
　
fl（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
２
８
） 

改 正 

二
、
施
設
給
付
の
見
直
し

二
、
施
設
給
付
の
見
直
し 要介護

５
要介護
４

要介護
３

要介護
２

要介護
１

要支援
現　

在

〈保険給付と要介護状態区分の見直し〉

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付介護給付予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付予防給付

��

要介護
５

要介護
４

要介護
３

要介護
２

要支援
２要支援

１
要介護
１

改
正
後

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
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四
、
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
確
保
・
向
上

二
、
施
設
給
付
の
見
直
し

�
　

阿
久
比
町
の
認
定
者
数
は
、
平
成
十
六

年
十
月
で
は
五
百
五
十
七
人
で
、
平
成
十

七
年
十
月
に
は
五
百
七
十
人
と
な
り
、
十

三
人
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

何
ら
か
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

受
給
者
数
は
、
平
成
十
六
年
十
月
で
四
百

七
十
三
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
十
七

年
十
月
に
は
五
百
四
十
三
人
と
な
り
、
認

定
者
数
の
増
加
に
伴
い
増
加
傾
向
と
な
っ

て
い
ま
す
。

認
定
者
数
の
推
移

�
　

要
介
護
度
別
人
数
は
、
平
成
十
六
年
十

月
と
平
成
十
七
年
十
月
の
認
定
者
割
合
の

推
移
を
み
る
と
、
要
支
援
か
ら
要
介
護
５

ま
で
の
認
定
者
割
合
は
認
定
者
数
の
増
加

に
伴
い
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
の
利
用
人
数
は
、
平
成

十
六
年
十
月
は
四
百
七
十
九
人
、
平
成
十

七
年
十
月
に
は
四
百
八
十
九
人
と
十
人
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

在
宅
と
施
設
の
内
訳
で
見
る
と
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
平
成
十
六
年
十
月
で

七
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
も
の
が
、

要
介
護
度
割
合

平
成
十
七
年
十
月
で
は
七
六
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

で
か
か
る
費
用
の
割
合
は
、
在
宅
費
用
で

は
平
成
十
六
年
十
月
で
五
三
・
二
パ
ー
セ

ン
ト
、
平
成
十
七
年
十
月
で
は
五
七
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
当
た
り
の
在
宅
費
用
は
、
平
成
十

六
年
十
月
に
十
一
万
六
千
九
百
八
円
だ
っ

た
も
の
が
、
平
成
十
七
年
十
月
で
は
十
三

万
三
千
十
九
円
と
な
り
一
万
六
千
百
十
一

円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
当
た
り
の
施
設
費
用
に
つ
い
て
も
、

平
成
十
六
年
十
月
に
三
十
一
万
千
百
八
十

五
円
だ
っ
た
も
の
が
平
成
十
七
年
十
月
で

は
三
十
一
万
六
千
五
百
六
十
五
円
と
な
り

五
千
三
百
八
十
円
増
加
し
て
い
ま
す
。

�
　

介
護
保
険
施
設
入
所
者
は
、
平
成
十
六

年
十
月
に
は
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特

養
）
で
六
十
五
人
、
介
護
老
人
保
健
施
設

（
老
健
）
で
五
十
人
、
介
護
療
養
型
医
療

施
設
（
療
養
型
）
で
四
人
の
方
が
入
所
し

て
い
ま
し
た
。

　

重
度
率
（
施
設
入
所
者
全
体
に
対
す
る

要
介
護
度
３
〜
５
ま
で
の
人
の
割
合
）
を

み
る
と
、
平
成
十
六
年
十
月
で
八
九
・
一

パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
も
の
が
平
成
十
七
年

十
月
で
は
八
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、

重
度
率
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
つ
い
て

費
用
の
割
合
な
ど
に
つ
い
て

表：認定者数の状況

受給者数
（人）

認定率
（％）

認定者数
（人）

高齢者数
（人）

対象月

４７３１２.５５５７４,４５９平成１６年１０月

５４３１２.１５７０４,６９９平成１７年１０月

表：要介護度別人数

要介護
５

要介護
４

要介護
３

要介護
２

要介護
１

要支援対象月

８５人６５人７９人８１人１２４人４５人
平成
１６年１０月

９６人７３人８４人８１人１５４人８２人
平成
１７年１０月

表：在宅、施設サービスにおける利用人数と構成比の推移

合計施設在宅区分対象月

４７９１１９３６０利用人数（人）
平成１６年１０月

１００.０２４.８７５.２構 成 比（％）

４８９１１５３７４利用人数（人）
平成１７年１０月

１００.０２３.５７６.５構 成 比（％）

表：在宅施設サービスにおける費用の状況

１人当たりの費用額（円）費用の割合（％）

施設在宅施設在宅

３１１,１８５１１６,９０８４６.８５３.２平成１６年１０月

３１６,５６５１３３,０１９４２.３５７.７平成１７年１０月

表：施設サービス利用者数の推移

合計
要介護
３～５

要介護
１・２

要支援

６５５８７０介護老人福祉施設（特養）

平成１６年１０月

５０４４６０介護老人保健施設（老健）

４４００介護療養型医療施設（療養型）

１１９１０６１３０合　　　計

１００.０８９.１１０.９０構成比（％）

６４５８６０介護老人福祉施設（特養）

平成１７年１０月

４６３８８０介護老人保健施設（老健）

５５００介護療養型医療施設（療養型）

１１５１０１１４０合　　　計

１００.０８７.８１２.２０構成比（％）

改正・介護保険制度改正・介護保険制度

介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険

サササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ
ススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススススス
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現
状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状
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バイキングでメニューを選択

始
め
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
十

二
年
間
で
約
二
千
三
百
五
十
食
を
食
べ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

栄
養
士
は
給
食
の
献
立
を
考
え
る
際

に
、「
成
長
期
の
子
ど
も
の
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
、
季
節
の
食
材
や
地
元
の
食

材
を
多
く
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
、
卒
業
す
る
生
徒
た
ち

へ
は
「
健
康
な
体
は
未
来
の
夢
を
か
な

え
る
基
礎
と
な
り
ま
す
。
食
べ
る
こ
と

は
生
涯
続
き
ま
す
。
一
生
の
財
産
と
な

る
健
康
な
体
作
り
の
た
め
に
、
良
い
食

生
活
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
」
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　

生
徒
に
給
食
の
思
い
出
を
尋
ね
る
と
、

「
五
目
ラ
ー
メ
ン
や
焼
き
そ
ば
は
す
ご

く
お
い
し
か
っ
た
」。「
小
学
校
の
時
に

食
べ
る
の
が
遅
く
て
、
最
後
ま
で
一
人

で
食
べ
て
い
ま
し
た
。
中
学
校
で
は
給

食
の
時
間
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
で
す
。

お
か
わ
り
も
た
く
さ
ん
し
ま
し
た
」
な

ど
多
く
の
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　

阿
久
比
町
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

町
立
保
育
園
や
幼
稚
園（
三
年
間
通
園
）

か
ら
セ
ン
タ
ー
で
作
っ
た
給
食
を
食
べ

　

お
祝
い
給
食
会
が
三
月
一
日
と
二
日

の
二
日
間
、
中
学
校
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
、
阿

久
比
中
学
校
を
卒
業
す
る
二
百
四
十
二

人
の
生
徒
た
ち
へ
「
お
祝
い
給
食
会
」

を
企
画
し
、
最
後
の
給
食
が
生
徒
た
ち

の
良
き
思
い
出
と
な
る
よ
う
に
と
、
鶏

肉
の
か
ら
揚
げ
、
え
び
の
包
み
揚
げ
、

鮭
の
カ
ッ
プ
焼
き
の
メ
イ
ン
デ
ィ
シ
ュ

を
は
じ
め
、
サ
ラ
ダ
、
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ

ト
、
ス
ー
プ
、
果
物
、
ケ
ー
キ
な
ど
豪

華
な
給
食
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
で
、

好
き
な
量
だ
け
給
食
を
自
分
の
食
器
に

選
ん
で
の
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
ブ
ル

に
着
き
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
給
食
委
員
が
「
毎

日
お
い
し
い
給
食
を
作
っ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
栄
養
士

や
調
理
員
に
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
、

「
い
た
だ
き
ま
す
」
の
合
図
で
会
食
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

先
生
や
友
達
と
の
会
話
を
交
え
な
が

ら
学
校
生
活
で
最
後
と
な
る
給
食
を
お

い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

中学校生活最後の「いただきます」をする生徒

�������

仲間と楽しそうに食事をする生徒
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●♪今日は楽しいひな祭り♪

　３月３日、町内の保育園や幼稚園でひな祭り会が開
かれ、歌を歌ったり、ゲームをして桃の節句を祝いま
した。
　東部保育園では、ひな祭りにちなみ全園児９２人が“お
こしもの”作りに挑戦しました。
　米の粉を熱湯でこねて、花や動物など自分の好きな
形のおこしものを作りました。
　園児たちは、おやつの時間にひな人形を見ながら「す
ごくおいしい」と言いながら、おこしものをほおばっ
ていました。

ひな人形の前でおこしものを食べる東部保育園児

●親子で創作童話を聞きました

　２月１８日、町立図書館で親子講座が開かれ、創作童
話を聞く会が催されました。
　「創作童話の会しろやま」の会員が自分たちで創った
童話の作品を読み聞かせや紙芝居などで、この日集
まった約３０人の親子の前で披露しました。
　創作童話の会員は講座終了後に「私たちの作品を多
くの親子に聞いてもらえてうれしかったです」と感想
を話していました。
　今回講座の中で紹介された童話作品は、町立図書館
で読むことができます。希望の方はどうぞ。

創作童話の読み聞かせを聞く親子

●園児たちが卒園を前に紙すきを体験

　２月２３日、南部保育園の年長児３２人が紙すきでカー
ド作りを体験しました。
　阿久比町商工会青年部が地域への貢献事業として、
モノづくりの感動を子どもたちに知ってもらおうと企
画しました。
　園児たちは青年部の指導で、ミキサーで溶かしたパ
ルプを木枠に流し込み、はがきの大きさ程度に形を整
え、アイロンで水分を取った後、出来上がったカード
を太陽の光で乾かしました。
　完成したカードは、園児たちが卒園を前に感謝の気
持ちを書いて保護者へ手渡すそうです。

商工会青年部の指導を受けながら紙すきを体験する園児

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

ふれあいの森に咲く紅梅 
 

　あなたは写っていませんか。
もし写っていれば、写真をおわ
けしますのでご連絡ください。

企画財政課（内３０３）
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二
月
二
十
五
日
、
浅
井
外
科
（
大
字
白

沢
）
で
「
集
団
災
害
合
同
研
修
会
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

知
多
郡
医
師
会
阿
久
比
支
部
の
医
師
、

看
護
師
、
事
務
員
の
皆
さ
ん
、
阿
久
比
町

赤
十
字
奉
仕
団
、
あ
い
ち
防
災
リ
ー
ダ
ー
、

半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署
な
ど
約
百
五
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
鉄
道
の
踏
み
切
り
付
近
で
列
車

と
自
動
車
が
衝
突
し
て
列
車
が
脱
線
し
、

乗
客
に
多
く
の
負
傷
者
が
出
た
と
想
定
。

事
故
直
後
に
消
防
署
の
救
急
隊
が
現
場
で

一
次
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
い
、
病
院
に
搬
送

さ
れ
た
状
態
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

顔
や
足
か
ら
血
を
流
す
な
ど
の
外
傷
メ

イ
ク
を
し
た
傷
病
者
役
が
、
町
内
の
医
療

機
関
か
ら
応
援
要
請
さ
れ
た
医
師
・
看
護

師
が
待
つ
病
院
駐
車
場
に
到
着
す
る
と
、

医
師
ら
は
二
次
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
い
、
重

症
者
と
軽
症
者
に
振
り
分
け
、
応
急
手
当

を
行
い
ま
し
た
。

　

軽
症
者
に
は
赤
十
字
奉
仕
団
が
半
田
消

防
署
阿
久
比
支
署
の
設
営
し
た
エ
ア
テ
ン

ト
内
で
応
急
手
当
の
訓
練
を
し
ま
し
た
。

　

医
師
の
的
確
な
指
示
・
指
導
や
、
外
傷

扮
装
メ
イ
ク
を
し
た
傷
病
者
役
の
迫
真
の

演
技
な
ど
、
参
加
者
は
今
回
の
訓
練
に
真

剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
参
加
し
た
関
係
機
関
と
訓
練

の
検
証
を
重
ね
、
災
害
時
の
医
療
救
護
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
よ
り
相
互
に
連
携
し

た
迅
速
な
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

３４ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

集
団
災
害
合
同
研
修
会
を

実
施
し
ま
し
た傷病者を運ぶ赤十字奉仕団

エアテント内での応急手当

ト
リ
ア
ー
ジ
と
は

　

多
数
の
傷
病
者
に
対
し
て
緊
急
度
・

重
症
度
に
応
じ
て
、
限
ら
れ
た
医
療
資

源
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
可
能
な
限

り
多
く
の
傷
病
者
の
治
療
に
当
た
る
こ

と
で
す
。

　

ト
リ
ア
ー
ジ
・
タ
ッ
グ
を
使
い
、
黒
、

赤
、
黄
、
緑
の
四
色
で
傷
病
状
態
を
分

け
、
今
回
の
訓
練
で
は
治
療
の
優
先
順

位
を
つ
け
て
搬
送
や
治
療
に
当
た
り
ま

し
た
。

医師と看護師による応急手当

人形を使っての訓練

阿
久
比
交
番
移
転

　

阿
久
比
交
番
が
名
鉄
阿
久
比
駅
前
に

移
転
（
三
月
六
日
）
し
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

�（
２
１
）０
１
１
０
（
内
５
１
６
）

商工会 

消防署 

阿久比町役場 

オアシス 
　センター 

阿
久
比
駅 

オアシス 
大橋 

今までの交番 

交番の移転先 

Ｎ 
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今
回
は
大
古
根
村
絵
図
を
見
な
が
ら
ぶ

ら
り
旅
に
出
掛
け
た
。

　

絵
図
を
見
る
と
、
こ
の
村
は
東
西
に
長

く
東
の
方
は
川
に
囲
ま
れ
た
形
で
田
が
広

が
り
、
そ
の
横
に
集
落
が
見
ら
れ
る
の
で

こ
の
辺
り
を
中
心
に
歩
く
こ
と
に
し
た
。

　

ま
ず
は
絵
図
に
あ
る
�
慶
寺
を
目
指
す
。

き
つ
い
坂
道
を
上
り
き
っ
た
場
所
に
寺
は

建
つ
。
沿
道
か
ら
見
え
る
畑
に
、
菜
の
花

が
色
鮮
や
か
に
咲
く
。
民
家
の
花
壇
に
は

ス
イ
セ
ン
の
花
が
ち
ょ
う
ど
見
ご
ろ
を
迎

え
、
順
番
を
待
つ
か
の
よ
う
に
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
芽
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。

春
は
も
う
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。（
私
も

つ
い
に
花
粉
を
感
知
し
、
目
の
周
り
が
と

て
も
か
ゆ
い
。
確
実
に
春
到
来
。）

　

寺
の
境
内
を
ぐ
る
り
と
周
り
、
次
に
八

幡
社
へ
向
か
っ
た
。
細
い
道
を
通
り
抜
け

神
社
に
着
く
。

　

東
側
入
口
の
看
板
で
神
社
の
由
来
を
読

む
。「
社
伝
に
よ
る
と
菅
原
道
真
の
孫
、
英

比
丸
が
英
比
郷
を
開
く
と
、
そ
の
四
男
菅

原
道
清
が
、
天
暦
五
年
（
九
五
一
）
古
新

田
村
か
ら
八
幡
社
を
移
し
て
氏
神
と
し

た
」
と
あ
る
。

　

境
内
に
は
立
派
な
入
母
屋
造
の
屋
根
で
、

東
を
正
面
に
し
た
常
舞
台
（
神
楽
殿
）
が

建
っ
て
い
る
。
神
社
拝
殿
前
に
は
狛
犬
が

左
右
に
置
か
れ
、
そ
の
後
ろ
に
は
道
真
の

愛
し
た
梅
が
ち
ら
ほ
ら
と
咲
き
始
め
て
い

た
。

　

絵
図
に
地
蔵
堂
が
現
在
の
上
ケ
畑
辺
り
、

薬
師
堂
が
八
幡
社
の
隣
に
あ
り
、
そ
こ
に

入
っ
て
い
た
「
薬
師
如
来
立
像
」
と
「
地

蔵
菩
薩
」
が
、
今
は
八
幡
神
社
か
ら
県
道

を
挟
ん
で
南
側
の
薬
師
堂
に
安
置
さ
れ
て

い
る
ら
し
い
の
で
行
っ
て
み
る
こ
と
に
す

る
。

　

大
古
根
地
区
で
「
お
や
く
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
る
薬
師
堂
の
中
で
、
お
ば
あ
さ
ん
が

二
人
こ
た
つ
に
入
り
、
に
こ
や
か
に
会
話

を
し
て
い
た
。

　

声
を
掛
け
る
と
外
に
出
て
き
て
く
れ
た
。

「
毎
日
こ
こ
に
来
て
、
お
や
く
さ
ん
た
ち

と
い
っ
し
ょ
に
い
る
の
が
日
課
で
す
よ
」。

「
歳
も
八
十
を
超
え
ま
し
た
。
元
気
で
暮

ら
せ
る
の
も
こ
こ
で
遊
ば
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
お
か
げ
か
な
」
と
気
さ
く
に
話
し
を

し
て
く
れ
た
。

　

帰
り
際
「
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き

し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
私
た
ち
が
言
う
と
、

「
あ
な
た
た
ち
も
、
お
仕
事
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
ね
」
と
激
励
さ
れ
た
。
お
ば
あ

さ
ん
た
ち
は
、
私
た
ち
の
姿
が
見
え
な
く

な
る
ま
で
手
を
振
っ
て
く
れ
て
い
た
。

（
お
も
わ
ず
胸
が
熱
く
な
っ
た
。）

八幡神社の常舞台

大古根村絵図（阿久比町誌資料編１村絵図解説書から）

おばあさんたちの憩いの場“おやくさん”
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平成１８年度 《子育て支援》 

なかよし広場 
阿久比町保育協議会 

な
か
よ
し
広
場
の

ご

あ

ん

な

い

遊びの内容電　話保育園名開催日

ふれあい遊びほか４８－５００１城山保育園１２日（水）

ふれあい遊びほか４８－８８１２東部保育園１３日（木）

ふれあい遊びほか４８－６６０３南部保育園１７日（月）

ふれあい遊びほか４８－５００２宮津保育園１８日（火）

ふれあい遊びほか４８－２９８６北原保育園１８日（火）

こいのぼり作りほか４８－０５０４中部保育園２０日（木）

ふれあい遊びほか４８－０９０３草木保育園２５日（火）

ふれあい遊びほか４８－０１４９英 保 育 園２５日（火）

　

町
内
八
保
育
園
（
宮
津
・
北
原
・
城
山
・

東
部
・
南
部
・
中
部
・
草
木
・
英
保
育
園
）

で
は
、
未
就
園
の
子
ど
も
と
親
が
安
心
し

て
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る「
な
か
よ
し
広
場
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
保
育
園
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

□
時　

間　

午
前
九
時
〜
午
前
十
一
時
半

※
育
児
相
談
は
、
毎
回
各
園
で
行
い
ま
す
。

　

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
保
健
師
が
来
園
し
ま
す
。

　

四
月
十
二
日（
水
）　

城
山
保
育
園

　

四
月
十
七
日（
月
）　

南
部
保
育
園

� � � � � � � � 	 �����

　２月のごみの収集状況を見てみると、前年と比較して燃えるごみが４％増加し、燃
えないごみは１０％減少しました。また資源ごみは５％増加しました。
　ごみは必ず分別し、引き続きごみの減量とリサイクルに協力してください。

合　計廃プラペットボトル雑びん生きびんアルミ類スチール類布　類紙　類
１３８,４４９㎏１４,５１０㎏２,９９５㎏１６,４１６㎏１,３５３㎏２,２９５㎏５,６２０㎏１,１２０㎏９４,１４０㎏平成１７年２月
１４５,７１５㎏１４,９７０㎏３,０５０㎏１６,００２㎏１,５５８㎏２,４３５㎏５,９３０㎏１,３５０㎏１００,４２０㎏平成１８年２月
１０５％１０３％１０２％９７％１１５％１０６％１０６％１２１％１０７％前年比

平成１７年２月
２９６.３７t　

平成１８年２月
３０７.７２t　

前年比１０４％

平成１７年２月
１５.２３t　

平成１８年２月
１３.７７t　

前年比９０％

燃えないごみ収集量燃えるごみ収集量

資源ごみ収集量

環境衛生課（内３１７）

オ ス ワ リ  ヤ ス  イ ス ドッ セ 　 アン マ リ ノッ タ ラ コ  ケ  マッ　セ！ 

●　子どもを足のあいだに落としたあと、目を合わせて「あれ？」と 
　いうふうに笑うと、楽しさ倍増！ 

・　子どもを足の上に乗せ、
リズムに合わせてひざを
上下する。 

・　コケマッセ！の「セ」
のところで両足を開くと、
子どもはストンと落ちて
喜ぶ。 

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
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TEL（48）1111 
（内311・312） 

保健センター 
通　信 

保健センター 
通　信 

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、年に１度は、検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううを受けましょう
　日本人の平均寿命は、男性７８歳、
女性８５歳で、世界有数の長寿国で
す。しかし一方で、糖尿病・高脂
血症・高血圧などの生活習慣病は
増加しています。
　生活習慣病は、初めは自覚症状
がありません。しかし、進行する
と、心臓病や脳卒中といった命に
かかわる病気になりますので、初
期の段階で発見し、治療や生活習

慣改善をすることが大切です。
　生活習慣病の早期発見には、定
期的な検診が欠かせません。町で
は下記のとおり、住民検診・ミニ
ドック・レディス検診を行います。
　いつまでも健康でいきいきと過
ごすために、年に１度は必ず検診
を受けましょう。
　今年度から新たにレディス検診
を始めます。住民検診と胃・大腸・

乳・子宮がん検診を同時に実施し
ます。
　４０歳以上の女性で、全部の検診
を希望される方が対象で、申し込
みが必要になります。（定員５０人）
早めに申し込みください。
　住民検診、レディス検診、ミニ
ドックの日程は下記のとおりです。

ミニドック（胃がん・大腸がん・前立腺がん検診と住民検診を同時に実施します。）
料　　金対　　象受付時間実　　施　　日

胃がん検診料（１,０００円）　大腸がん検診料（５００円）
前立腺がん検診料（６００円）
＊７０歳以上は無料

４０歳以上
（前立腺がん検診
は５０歳以上）

午前９時～
　　　午前１１時

４月１９日（水）・４月２０日（木）
４月２１日（金）・７月４日（火）
９月４日（月）
＊今すぐ保健センターに申し込んでください。（定員１日１００人まで）
＊ミニドックを申し込んだ方は、地区で行う住民検診は受けないでください。

住民検診
＊１６歳以上で、ほかで検診を受ける機会のない方はぜひ受診してください。

受付時間会　　場検　　診　　日
午後１時半～午後３時草 木 小 学 校　　４月２４日（月）
午後１時半～午後３時東 部 小 学 校　　　　２５日（火）
午後１時半～午後３時南 部 小 学 校　　　　２８日（金）
午前９時半～午前１１時保 健 セ ン タ ー　　５月１日（月）
午後１時半～午後３時南 部 小 学 校　　　　２日（火）
午後１時半～午後３時草 木 小 学 校　　　　８日（月）
午後１時半～午後３時ふれあいの森体育室　　　　１０日（水）
午前９時半～午前１１時白 沢 区 民 館　　　　１１日（木）
午後４時～午後７時保 健 セ ン タ ー　　　　１１日（木）
午後１時半～午後３時東 部 小 学 校　　　　１５日（月）
午前９時半～午前１１時高 根 台 集 会 所　　　　１７日（水）
午後４時～午後７時保 健 セ ン タ ー　　　　１７日（水）
午後４時～午後７時保 健 セ ン タ ー８月１日（火）→要予約

※健康手帳を持っている方は持参してください。
※ミニドック・レディス検診を受診される方は住民検診を受けないでください。

住民検診項目と対象

対　　象検診項目
４０歳以上レ ン ト ゲ ン
全　　員身長・体重測定
全　　員血 圧 測 定
全　　員検 尿
全　　員医 師 診 察
全　　員血 液 検 査

医師が必要と認
めた人

心電図・眼底検査

レディス検診（胃 ･大腸・乳・子宮がん検診と住民検診を同時に実施します。）
料　　金対　　象受付時間実　　施　　日

胃がん検診料（１,０００円）　大腸がん検診料（５００円）
乳がん検診料（１,２００円）　子宮がん検診料（７００円）
＊７０歳以上は無料

４０歳以上の女性で
全部の検診を希望
される方

午前９時～
　　　午前１１時

５月１８日（木）

※今すぐ保健センターに申し込んでください。（定員５０人まで）
※レディス検診を申し込んだ方は、地区で行う住民検診は受けないでください。
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キ
　
リ
　
ト
　
リ

■
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診

　
■■時  
１０
：０
０
～

　
■■対  
平
成
１５
年
９
月
～
１０
月
生
ま
れ

■
健
康
体
操
の
つ
ど
い

　
■■時  
１９
：３
０
～
２１
：０
０

　
■■場  
ふ
れ
あ
い
の
森
体
育
室

※
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

体
操
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
ラ
ッ
コ
の
会
　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１７
年
９
月
７
日
～

　
　
　
　
　
　
１０
月
１０
日
生
ま
れ

■
乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１７
年
１２
月
８
日
～

　
　
平
成
１８
年
１
月
１１
日
生
ま
れ

■
献
血

　
■■時  
１０
：０
０
～
１２
：０
０

　
　
１３
：０
０
～
１６
：０
０

　
■■場  
ゲ
ン
キ
ー
阿
久
比
店

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク

　
■■時  
９
：０
０
～
１１
：０
０

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク

　
■■時  
９
：０
０
～
１１
：０
０

■
離
乳
食
講
習
会
　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：３
０

　
■■対  
平
成
１７
年
７
月
～
８
月
生
ま
れ

■
１
歳
６
カ
月
児
健
診
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１６
年
９
月
１５
日

　
　
　
　
　
～
１０
月
１８
日
生
ま
れ

■
予
防
接
種（
ポ
リ
オ
）

　
■■時  
１３
：０
０
～
１４
：０
０

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク

　
■■時  
９
：０
０
～
１１
：０
０

■
予
防
接
種（
ポ
リ
オ
）

　
■■時  
１３
：０
０
～
１４
：０
０

■
住
民
検
診

　
■■時  
１３
：３
０
～
１５
：０
０

　
■■場  
南
部
小
学
校

■
１
歳
児
歯
科
相
談

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１７
年
４
月
生
ま
れ

■
３
歳
児
健
診
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１５
年
３
月
生
ま
れ

■
住
民
検
診

　
■■時  
１３
：３
０
～
１５
：０
０

　
■■場  
東
部
小
学
校

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

■
住
民
検
診

　
■■時  
１３
：３
０
～
１５
：０
０

　
■■場  
草
木
小
学
校

月
の
保
健
ガ
イ
ド

診
療
時
間

　
９：
００
～
１３
：０
０

　
日
・
祝

�
半
田
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

　
半
田
市
港
町
１
－
６２

　
�
２３
－
２６
３６

《
健
康
な
ん
で
も
相
談
日
》

　
７
日（
金
）・
１４
日（
金
）・
２１
日（
金
）午
前
の
み

　
２８
日（
金
）午
前
の
み

※
　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
体
重
・
身
長
・

血
圧
な
ど
を
測
定
し
ま
す
。（
電
話
相
談
も
可
）

診
療
時
間

　
 ９
：０
０
～
１１
：０
０

　
１３
：０
０
～
１５
：０
０

□時  
時
　
間
　
　
□対  
対
　
象

□場  
場
　
所
　
　
□そ  
そ
の
他

～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～

※
場
所
の
指
定
の
な
い
場
合
、
会
場
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。

２
日
�
 山
田
内
科

 草
木
字
平
井
堀
３

  
�
４８
－
３７
３７

９
日
�
 飯
塚
医
院

 福
住
字
六
反
田
１
－
９

  
�
４８
－
２１
３１

１
６
日
�
 浅
井
外
科

 白
沢
字
天
神
前
３３
－
２

  
�
４８
－
８７
８７

２
３
日
�
 阿
久
比
ク
リ
ニ
ッ
ク

 卯
坂
字
米
山
１
－
１

  
�
４８
－
８８
６６

２
９
日
�
 渡
辺
ク
リ
ニ
ッ
ク

 白
沢
字
天
神
裏
１０
－
８

  
�
４８
－
０２
０２

３
０
日
�
 竹
内
整
形
外
科
・
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 萩
字
新
川
３５

  
�
４７
－
１２
７５

診
療
時
間

　
９：
００
～
１２
：０
０

休 日 診 療 案 内

乳 児 ・ 一 般 健 康 相 談

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
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４月の図書館カレンダー
※●●印は休館日です。

土金木水火月日

１☆☆☆☆☆☆

８７６５４�３２

１５１４１３１２１１�１０９

２２２１２０１９１８�１７１６

２９２８２７２６２５�２４２３　
　３０
開館時間　火～金　　　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後５時

　お話コーナーで、紙芝居や絵本
の読み聞かせなど子ども向けの楽
しい催しをします。
�土曜日　午後２時３０分から
�日曜日　午前１１時から
　と祝日　午後２時３０分から

《 今 月 の お す す め 》

『山折哲雄対談集　日本人のこころの旅』
山折　哲雄　著

『中国人の９９.９９％は日本が嫌い』
若宮　清　著

『最新 図解でスッキリ 不動産登記はこうする』
古山　隆　著

『地球温暖化対策�排出権取引の制度設計』
西條　辰義　編著

『抗ガン剤治療のすべてがわかる本』
矢沢サイエンスオフィス　編

『イタリアから届いたスモッキングバッグ』
アンナ・クラーリ　著

『デパ地下グルメ新定番１００選』
デパチカドットコム　監修

『梵字アートを楽しもう』
矢島　峰月　著

『私一人』
大竹　しのぶ　著

　城が好きだった司馬遼太郎の作品
には、さまざまな城が登場する。司
馬作品に登場する城のうち３５城を、
作品の抜粋とともに精選。城歩きを
さらに魅力的にする歴史を、城下町
のガイドとともに紹介する。

�������

阿久比町立図書館
�48-6231

『 雪  窓 』
ゆき まど

安房　直子　作／山本　孝　絵
『ホームランを打ったことのない君に』

長谷川　集平　作

『ミナモとキースケのたからさがし
はっぱらっぱのお月さま』

長崎　夏海 作／佐藤　真紀子 絵
『おとまりの　ひなまつり』
宮川　ひろ 作／ふりや　かよこ 絵

　母親が夜遅くまで出掛けるので、
ベビーシッターが来ることに。初め
ての留守番に、デイジーはご機嫌。
いつも何を食べるのかと聞かれたデ
イジーは、「アイスクリームとフラ
イドポテト」と答え・・・。 『ほんとに ほんと』『ほんとに　ほんと』

ケス・グレイ 作／ニック・シャラットケス・グレイ 作／ニック・シャラット 絵絵

　しょうがっこう１ねんせいになったら、としょかんのかしだしけんをつくりましょう。
　おうちのひとといっしょにとしょかんへきてくださいね。
＊保護者の方へ＊
　小学校１年生になると図書館の貸出券をつくることができます。
　新１年生の名前・生年月日・住所の確認できるもの（保険証など）を持って、貸出券
をつくる子と一緒に図書館へ来てください。
※知多５市５町に在住・在勤・在学している方は、貸出券をつくることができます。
　（確認できるものが必要です。）

『司馬遼太郎と城を歩く』『司馬遼太郎と城を歩く』
司馬 遼太郎 著司馬　遼太郎　著

4 が つ か ら い ち ね ん せ い に な る み な さ ん へ 4 が つ か ら い ち ね ん せ い に な る み な さ ん へ 

★水彩風景画展
　３月１８日（土）～３月２９日（水）

�������
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平
成　

年
度
第
一
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

１８

□
試
験
日
時
な
ど　

四
月
二
十
三
日（
日
）

　

一
般
対
象

　

乙
種
全
類
・
丙
種

□
試
験
会
場　

名
古
屋
市
内

□
受
付
期
間

　

三
月
二
十
日（
月
）〜

　

三
月
二
十
七
日（
月
）

□
試
験
手
数
料

　

乙
種　

三
千
四
百
円

　

丙
種　

二
千
七
百
円

□
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

�
０
５
２（
９
６
２
）１
５
０
３

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitac
hu/syoubousyo/fram

epage1.htm

平
成　

年
度
第
一
回
危
険
物
取
扱
者

１８

試
験
予
備
講
習
会

□
講
習
日
時　

四
月
十
七
日（
月
）

　

午
後
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
講
習
会
場　

常
滑
市
役
所

□
講
習
内
容

　

乙
種
第
４
類
・
丙
種
が
対
象

□
受
付
期
間

　

四
月
十
四
日（
金
）ま
で

□
講
習
費
な
ど

　

受
講
料　

四
千
円

　

テ
キ
ス
ト
代　

二
千
八
百
円

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
防

災
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

�□
勤
務
場
所

　

学
童
保
育
「
げ
ん
き
ッ
ズ
」（
南
部
、
草

木
、
ほ
か
一
カ
所
）

□
勤
務
内
容

　

放
課
後
の
児
童
（
小
学
生
）
の
保
育

□
募
集
人
員

　

専
任
指
導
員
、
パ
ー
ト
指
導
員
若
干
名

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
平
成
十
九
年

三
月
三
十
一
日

□
勤
務
時
間

専
任
指
導
員　

週
五
日
三
十
二
時
間

　

月
曜
〜
金
曜
日

　

午
後
一
時
〜
午
後
七
時
（
六
時
間
）

　

土
曜
日

　

午
前
八
時
〜
午
後
六
時
（
内
八
時
間
）

　

夏
休
み
な
ど
学
校
休
業
日

　

午
前
八
時
〜
午
後
七
時
（
内
八
時
間
）

パ
ー
ト
指
導
員

　

月
曜
〜
金
曜
日

　

午
後
二
時
〜
午
後
七
時
（
五
時
間
）

　

土
曜
日

　

午
前
八
時
〜
午
後
六
時
（
内
八
時
間
）

ま
た
は
午
前
八
時
〜
午
後
七
時
（
内
六

時
間
）

夏
休
み
な
ど
学
校
休
校
日

　

午
前
八
時
〜
午
後
七
時
（
内
八
時
間
）

ま
た
は
午
前
八
時
〜
午
後
七
時
（
内
六

時
間
）

□
賃　

金　

学
童
給
与
規
定
に
準
ず
る

専
任
指
導
員
（
月
給
制　

社
会
保
険
加

�
�
�
�
�
�
�
�
	



入
）

　

パ
ー
ト
指
導
員
（
時
給
制
）

□
応
募
資
格　

教
諭
ま
た
は
保
育
士
資
格

の
あ
る
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
随
時
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
、
写
真
添
付
）、

資
格
証
明
書

□
そ
の
他

　

運
営
は
社
会
福
祉
法
人
雲
谷
苑
が
阿
久

比
町
の
委
託
を
受
け
て
実
施
し
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

�
　

子
育
て
に
不
安
の
あ
る
方
、
悩
ん
で
い

る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

子
ど
も
と
の
遊
び
方
や
接
し
方
が
よ
く

分
か
ら
な
い
と
い
う
お
母
さ
ん
、
保
育
士

や
保
健
師
と
一
緒
に
子
ど
も
と
遊
び
ま
せ

ん
か
。

□
日　

時

四
月
十
二
日（
水
）、
四
月
二
十
六
日

（
水
）、
五
月
十
日（
水
）、
五
月
二
十
四

日（
水
）、
六
月
七
日（
水
）、
六
月
十
四

日（
水
）、
六
月
二
十
一
日（
水
）、
六
月

二
十
八
日（
水
）

　

全
八
回
コ
ー
ス

　

午
前
十
時
〜
午
前
十
一
時
半

□
場　

所　

卯
ノ
山
児
童
館

□
対　

象　

一
歳
六
カ
月
〜
未
就
園
児
と

そ
の
母
親
で
育
児
に
不
安
の
あ
る
方

□
内　

容　

親
子
ふ
れ
合
い
遊
び
、
リ
ズ

�
�
�
�
�
�
�
�
	
	



�

�

�

�

�

�

ム
体
操
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど

□
費　

用　

無
料

□
定　

員　

二
十
組
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
３
１
１
・
３
１
２
）

�
　

平
成
十
八
年
度
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
の

支
給
を
三
月
三
十
一
日
か
ら
行
い
ま
す
。

□
交
換
・
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
課
介
護
保
険
係　

�（
４
８
）１
１

１
１
（
内
２
９
０
）

※　

役
場
で
発
行
し
た
証
明
書
、印
鑑
、　

前
年
度
使
用
し
た
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

�
　

愛
知
万
博
開
幕
一
周
年
の
三
月
二
十
五

日
に
、
愛
知
万
博
を
振
り
返
り
「
県
民
の

集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

三
月
二
十
五
日（
土
）

　

午
前
九
時
半
〜
午
後
六
時
半

□
場　

所　

愛
知
県
体
育
館

※　

公
共
交
通
機
関
で
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。

□
内　

容　

ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
万
博
関

連
展
示
な
ど

□
入
場
料　

無
料

※　

整
理
券
が
必
要
な
催
し
も
あ
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

県
国
際
博
推
進
局
総
務
課　

�
０
５
２

（
９
６
２
）４
０
２
７（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
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InformationInformation
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Information

　２１世紀職業財団愛知事務所では、保育園、保育サポー
ター、ファミリーサポートセンター、ベビーシッター
や介護施設などの情報を無料で提供しています。

育児や介護で困っている方は

�０００００００００００００００００００００００００００００００００００００００５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１）））））））））））））））））））））））））））））））））））））））２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２０００００００００００００００００００００００００００００００００００００００２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２０００００００００００００００００００００００００００００００００００００００へ相談を
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□人権・行政・心配ごと相談

　６日（木）・２０日（木）
　　　　　　　場所：中央公民館本館
　　　　　　　時間：午前９時半～午前１１時半
　２５日（火）　　場所：阿久比郵便局　２階
　　　　　　　時間：午前９時半～午前１１時半
　※電話での相談も受け付けます。

□無料法律相談（事前に予約が必要）

　２０日（木）　　場所：中央公民館本館
　　　　　　　時間：午後１時～午後４時

※問い合わせ先
　住民福祉課�（４８）１１１１（内３０１）

　

広
報
あ
ぐ
い
に
子
ど
も
の
写
真
を
掲
載

し
ま
せ
ん
か
。

□
必
要
な
も
の

　

子
ど
も
の
写
真
、
保
護
者
か
ら
の
一
言

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
子
ど
も
の
名
前
（
ふ
り
が

な
）、
誕
生
日
、
性
別
、
保
護
者
の
名
前
を

書
い
た
も
の
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

４月の 

会　場内　　容

野球場愛知県高等学校優勝野球選
手権大会愛知大会

４月１５日（土）
　～１６日（日）

野球場愛知県高等学校優勝野球選
手権大会愛知大会

４月２２日（土）
　～２３日（日）

野球場全尾張高等学校野球選手権
大会知多地区予選会

４月２９日（土）
　～３０日（日）

～メッセージ～～メッセージ～
男　男４４人兄弟、仲良く大きくなってね！人兄弟、仲良く大きくなってね！

渡辺 崇・加奈夫婦の渡辺　崇・加奈夫婦の

 駆 くん（写真右）
かける

（平成１３年４月１０日生）
 巧 くん（写真左）
たくみ

（平成１５年３月６日生）

 輝 くん（写真右）
あきら

（平成１７年４月２１日生）
 光 くん（写真左）
ひかる

（平成１７年４月２１日生）
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ　■知多中部地域行政情報  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｈｉｔａ-ｃｈｕｂｕ．ｇｒ．ｊｐ/
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

2月　救急・火災

交通事故　　１０
急　　病　　７０
そ の 他　　２０

建　物　 １
車　両　 ０
その他　 ０

救急　　　 １００ 火災　　　１

この保険はスポーツ・文化・ボランティア活動・地域活動などを行う５人以上のグループで加入してください。 

（傷害保険・賠償責任保険・共済見舞金） 

問い合わせ先 

阿久比スポーツ村 
fl４９-２５００ 

（注１）入・通院保険金の支払いは、治療日数（入院日数及び実通院日数）４日以上の傷害に限られます。 
（注２）入・通院とも医療費の実費ではなく、１日当たりの定額保険金が支払われます。 
（注３）この保険は同一団体で１口しか加入できません。 
（注４）上記掛け金には共済掛け金２０円が含まれています。 
（注５）中途加入および中途脱退の場合でも年間掛け金を適用し、年度途中での加入区分の変更はできません。 


